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図15　イタドリ種子の発芽経過
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ヨモギ種子の発芽経過
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図17　ススキ種子の発牙経過
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子は暗黒条件では30％，連続光では60％の発芽率を示した（図17）。ススキは分けつによって繁殖する
が，種子の発芽率もかなり高かった。
6．発芽促進法の検討
　ヤシャブシ，ヒメヤシャブシ，ミズメは光発芽種子で，ミズメでの実験によると，吸水後2日日に
光照射すると，わずか5分間の照射で光を感受して30％以上発芽する。ミズメでは2～3日，ヒメヤ
シャブシでは3～4日，ヤシャブシでは5～6日の光照射で連続光照射と同じ程度の発芽率が得られ
る。また，ジベレリン処理は有効で，100～1，000ppmのジベレリン水溶液に1昼夜浸漬処理すると光
を照射しなくても発芽が促進される。実用的にはジベレリン500PPm水溶液に24時間浸漬処理して播種
する方法が最も簡便な方法である。
　ナナカマド，クロモジの種子は休眠が深く，長時間冷湿処理を行わなければ休眠が破れない。しか
し，ジベレリン処理あるいはジベレリンとカイネチンを併用処理して更に冷湿処理すると，発芽が促
進される。実用的にはGA1，000PPm液あるいはGA500PPrn＋KIN500PPn互液に2～3E｝間浸漬処理して，
90日以上冷湿処理して播種すると発芽が促進される。しかし，発芽率は低く？更に菊効な方法を研究す
る必要がある。
　ネムノキ種子の発芽促進には濃硫酸処理が有効である。5～10分間処理すると吸水が促進されて種
子は膨大し，2～3Elで発芽する。原圧13｝によると温湯処理（50℃で5分～30分）が有効であるという。
ヤマハギ種子は種皮がやや厚く，水につけても吸水せず，発芽しないものがかなり多くみられる。濃
硫酸（5分間）あるいは熱湯処理すると吸水が促進されて種子は膨大するが，発芽率は必ずしも高く
ならない。発芽促進法については更に研究が必要である。タニウツギ種子は明所，暗所いずれでも発
芽したが，ジベレリン処理が有効で，100～250PPmのジベレリン水溶液に1昼夜浸漬処理して播種す
るとよい。
　イタドリ種子は無処理では発芽率が低く，ジベレリン処理によって発芽率が高くなった。ジベレリ
ン250ppm溶液に1昼夜浸漬処理して播種するとよい。ススキ種子は暗所よりも明所で発芽率が高かっ
た。ジベレリン処理は効果がみられなかったが，更に研究する必要がある。ヨモギ種子は明所，暗所
いずれでも発芽率が高く，水に1昼夜浸漬処理して播種するとよい。これらの種子は鳥大蒜山演習林
の林道法面に施工したハニカム・フレーム・スパイク工法による法面に実地に播種した。ヤシャブシ，
ヒメヤシャブシ，ミズメ，イタドリはジベレリン200ppm水溶液に1昼夜浸漬処理して，ネムノキは濃
硫酸に10分間処理して，ヤマハギ，ススキ，イタドリは水に1昼夜浸漬処理して播種したところ，い
ずれの種子もよく発芽し順調に生育している。
IV　総 括
　林道法面緑化用木本・草本種子について発芽特性を調べた。供試種子は木本が8種類，草本が3種
類である。
　1．ヤシャブシ，ヒメヤシャブシ，ミズメ種子は光発芽種子で，暗黒条件ではほとんど発芽せず，
光の照射によって発芽が著しく促進された。ミズメ種子はわずか5分間の光照射で発芽するようにな
法面緑化用木本・草本種子の発芽特性 （83）
った。これらの種子は2～5日間の光照射で連続光照射と同程度の発芽率を示した。またこれらの種
子の発芽は，ジベレリン100～1，000ppm水溶液の処理によって促進された。実用的には種子を水に1
昼夜浸漬して吸水させてから2～5El問光に当ててまくか，ジベレリンの200～500ppm水溶液に24時
間浸漬処理してまくとよい。
　2．ナナカマド，クロモジ種子は休眠が深く，光照射あるいは短時間の冷湿処理では発芽しなかっ
た。休眠打破にはジベレリン処理と冷湿処理の組合わせ処理が有効で，ジベレリンの1，000ppm水溶液
に1～2El間浸漬処理して，90日以上冷湿処理するとある程度発芽するようになった。
　3．ネムノキ種子は硬粒を含んでおり，無処理では発芽が悪かった。発芽促進には濃硫酸処理が有
効で，5～10分間浸潰処理してまくと短時間で発芽した。ヤマハギ，タニウツギ種子は水に1昼夜浸
漬処理してまくとよく発芽した。タニウツギ種子は250ppmのジベレリン水溶液の処理によって発芽が
健進された。
　4．イタドリ種子は連続光，暗黒条件いずれでも発芽が悪かった。250～500ppmのジベレリン水溶
液の処理によって発芽が促進された。ジベレリン水溶液に1昼夜浸潰処理してまくとよい。ヨモギ種
子は連続光，暗黒いずれでもよく発芽した。ススキ種子は連続光の下でよく発芽した。
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